
 

 

 

 

 

～７５日間の１学期が終わりました～ 

 本日で１学期が終わりました。子どもたちの、心も体もたくさんの成長がみられた１学

期になりました。子どもたちの成長のために、保護者の皆様をはじめ、地域の皆様には多

くのご支援とご協力をいただきありがとうございました。 

 明日から２９日間の夏休みに入ります。夏休み期間中、家庭での時間が増えますので、ご家族での

時間を大切にされ、熱中症対策、怪我や交通事故・水難事故等のない有意義な生活を送れますようよ

ろしくお願いいたします。２学期始業式、８月２２日（金）に心も体も元気な姿で登校できることを

楽しみにしています。 
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～１学期終業式・校長講話より～ 
全校の皆さん、おはようございます。今日は、１学期最後の登校日です。『みんなで やっ

てみよう かんがえがちがってもだいじょうぶ をがんばって、『わらった顔いっぱい』の１

学期になったでしょうか。 

１学期を振り返ってみましょう。 

始業式、新しい出会いがありました。入学式、１年生が元気に入学しました。避難訓練や防

犯訓練で、自分の身を守ることを学びました。１年生は、前宮公園に、２年生は、弓振公園に

遠足に行きました。６年生は守矢資料館に行く途中、１年生と一緒に歩いてくれました。６年

生がいることで、１年生はどれだけ心強かったでしょう。５年生

は、キャンプに行きました。天気にも恵まれ、充実したキャンプに

なりました。そして、音楽会。どの学年もその学年らしい素晴らし

い演奏でした。この発表ができるまでには、たくさんの努力があっ

たはずです。作品もいっぱい。絵や工作、習字。ここまで頑張った

成果がうかがえます。１学期、みなさんの『わらった顔をいっぱ

い』見ることができたのは、とてもうれしいことです。 

 

銅像が、尖石縄文考古館の前に立っています。この人がだれか知

っていますか。何をした、いつの時代の人でしょう。宮川にはゆか

りのある人です。４年生以上の皆さんは、もうわかっていますね。

坂本養川さんです。 
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１７３６年、江戸時代に茅野市宮川の田沢村で生ま

れました。昔、日本で水の道（せぎ）をつくった人です。

もう、今から３００年ほど前のことです。水が少ない

と、田んぼや畑で稲や野菜が育ちません。諏訪の殿様

が、水が足りないから新しくつくった田んぼを使って

はいけないというおふれを出したこともありました。

養川さんは、２３歳で、田沢村の名主になりました。江

戸時代には市役所はなく、市長さんもいません。村の中

で一番偉くてみんなのまとめ役をした人を名主といい

ました。 養川さんは、みんなが安心して暮らせるよう

にしたいと考えました。お米がたくさんとれるように、

田んぼに水を引くためのせぎをつくりたいと考えまし

た。せぎというのは、小さな川や水の道のことです。養

川さんは、日本の西の方に行って、水の利用の仕方を見

たり、江戸（今の東京）に行って、せぎのつくり方を勉

強したりしました。そして、田沢村に戻って、再び名主

になりました。雨が降らず、日照りが続くと、水をめぐ

って争いが起きることもありました。養川さんは、どの

村も水に困らないようにしたいと考えました。そのた

めに、水がたくさん流れている川から、水の少ない川へ

と水をまわすせぎをつくろうと考えました。水がたく

さん流れていた川の水を使っていた人たちは、自分たちの水がなくなるのではないかとと心

配して、せぎづくりに反対しました。そこで、養川さんは、仲間と一緒に、諏訪地域全体の川

の利用について調べたのです。そして、諏訪の殿様に、せぎをつくることをお願いに行きまし

た。ですが、なかなか認めてもらえません。そのたびに、よい計画に直して、なんと６回もお

願いに行き、６回目にやっと認めてもらうことができました。養川さんは、せぎづくりのまと

め役になって、そこに住む村の人と一緒に、たくさんのせぎをつくりました。風よけに、せぎ

の土手に唐松３０００本を植えたという話も残っています。養川さんは７４歳で亡くなりま

した。江戸時代には自動車車も機械もありません。どんな道具を使ったのでしょう。何人の人

が関わったのでしょう。今よりも時間も力もかかったはずです。養川さんのあきらめない努力

と新しいことへの挑戦、おおぜいの人の力と協力でせぎができました。そこに、わたしたちは

生きています。 

 

さあ、明日からは夏休みです。夏休みは２９日間です。 

養川さんのように自分の知りたいことを調べてみるのもいいでしょう。養川さんのように

努力し、挑戦してみるのもいいでしょう。お手伝いでも、勉強でも、運動でも、普段はできな

い何かをやってみるといいと思います。 

合い言葉は『無事故で楽しい夏休み』です。1学期に伸

びてきた自分を大切に。安全で楽しい夏休みにしましょ

う。うちにいられる時間が長い夏休みです。ぜひ、家族の

一員として、お手伝いをしましょう。 

そして、8月 2２日（金）みんなで元気に会いましょう。 
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【悩みや不安がありましたらご相談ください】 

明日から夏休みになりますが、夏休み中や２学期に向けて、悩みや不安なこと が

ありましたら、遠慮せずに学校相談窓口へご連絡ください。 

（平日 ℡７２－３０２４） 

また、学校だけでなく、下記の連絡先でもご相談いただけます。 

〇育ちあいちの（茅野市教育委員会） 茅野市役所 ７２－２１０１ 

〇長野県子ども支援センター（長野県子ども若者局こども・家庭課） 

       ・子ども専用無料電話 ０８００－８００－８０３５ 

      ・大人専用 ０２６－２２５－９３３０ 

〇学校生活相談センター（24 時間子ども SOS ダイヤル） 

０１２０－０－７８３１０ 

〇チャイルドライン（長野県チャイルドライン推進協議会） 

        ０１２０－９９－７７７７ 

＜学校閉庁日について＞ 

  ８月１３日（水）～１５日（金）、土日・祝日につきましては、学校閉庁日（職員不在

日）となります。上記の期間の緊急連絡先は、茅野市役所（７２－２１０１）になりま

す。 

交通安全  「歩くとき ひろがらないで まえうしろ」 

     「大丈夫？ 自分も周りも たしかめて」 

 

 学期末に、全校児童に向けて、改めて交通安全指導を行いました。 

 友達との登下校、それは楽しいひと時ではありますが、おしゃべりに夢中になり、いつ

しか横に並び、道に広がって歩いている児童の姿が見られ、地域の方から心配されていま

す。また、左右を見ないで急に道路を横断したり、進行方向を急に変更し後続の車両を驚

かせたりと、自分たちだけでなく、周囲を巻き込む恐れのある行動もあるようです。 

 今回の交通安全指導では、動画を用いた学習も行いました。ここでは、自身の行動がド

ライバーの目にどのように映っているかを知り、危険を予測することの大切さについて学

びました。 

 登下校のことではありませんが、自転車の使用についても改めて、気をつけていきたい

ものです。ノーヘルで自転車を乗っている子に声がけをする場面もあります。 

 ご家庭でも、家から出かけたお子さんが、無事に帰宅するという「保護者の願い」をお

話しいただき、交通安全の意識を高めていただきますよう、よろしくお願いいたします。 
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